
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年 ５月 ２４日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
超小型アクチュエータを用いて、歯の接触感覚閾値を術者の手技に依存することなく容易に計
測できるシステムを確立することに成功した。本システムを応用して正常者および顎関節症患
者における歯の接触感覚閾値を計測した結果、正常者においては平均 43mN 程度，顎関節症患
者においては平均 53mN 程度であることが示され，これらの間には有意差が存在することが明
らかになり，本システムが臨床的に応用されうることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
A new system to objectively evaluate the tooth tactile sensation was developed, which 
succeeded to eliminate experimenter bias by using a miniature actuator.  Using this 
system, the threshold for temporomandibular disorder patient was revealed to be 
approximately 53mN, whereas that for normal control was revealed to be approximately 43mN, 
with significant difference. It was suggested that this system would be useful for the 
clinical examination for occlusal dysesthesia or temporomandibular disorders. 
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１．研究開始当初の背景 
 
咬合接触関係に明瞭な異常がみられないにも

かかわらず咬合異常を訴える咬合感覚異常症

は、今後その原因・診断・治療についての介

入を行う必要性の高い疾患であると考えられ

る。 

歯科を受診した患者のなかで“咬み合わせが

落ち着かない”，“どこで咬めば良いかわか

らず、違和感がとれない”などの不定愁訴的

な訴えのある患者に対して、現状では個々の

歯科医師の臨床観察能力のみに頼って補綴再

治療の必要性等を判断している状況である。
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再治療によって症状改善が認められる場合も

あるが、治療が奏功しない場合には益々その

訴えが強くなるなど診療上のみならず社会的

対処にも苦慮する場合もある。この現状を鑑

みれば、この疾患に対応し得る客観的な検査

方法あるいは診断指標の確立の歯科補綴学的

重要性ならびに緊急性は高いと考えられた。 

 また，歯根膜感覚の定量評価については、

van Steenberghe らのグループによる一連の

報告があるが，これらは、歯周病罹患歯の歯

根膜感覚について評価を行ったものであり、

装置の複雑性から上顎中切歯のみを対象にか

つ歯軸方向に限局した力を加えてその閾値を

計測しているものである。一方で、咬合感覚

異常はしばしば臼歯に認められることから、

上顎中切歯に限った計測では咬合感覚異常の

現象を把握するには不十分であると考えられ

る。また、臼歯に対してvon Frei 毛を用いた

閾値計測研究も行われているが、臼歯部の計

測については術者の熟練が必要とされ、一般

臨床に用いる検査法としては困難であると考

えられる。 

したがって，臼歯に対する計測準備をきわめ

て短時間で完了できるシステムが，咬合感覚

異常症に関わる歯根膜感覚の疫学的エビデン

スベースの把握には必要と考えられた。 

 

 

２．研究の目的 
 

（１）上記の背景を鑑みて、臨床的にチェア

ーサイドにおいて、短時間の検査として実施

し得る歯根膜感覚計測システムを開発するこ

とを目的の一つとした。このシステムにおい

ては，術者バイアスが入ることのないもので

あることを必要条件とした。 

 

（２）次に同システムを用いて、正常被験者

を対象として、ヒト上顎臼歯の歯根膜感覚閾

値の正常値を明らかにすることを目的とした。 

 

（３）さらに、同システムを用いて，顎関節

症患者の上顎臼歯歯根膜感覚閾値を計測し、

臨床的な診断への展開を検討することを目的

とした。 

 

 

３．研究の方法 

 

(1)アクチュエータ作動レンジの拡大  

  アクチュエータのフォースレンジを拡大し，

歯根膜感覚計測に必要とされるレンジをカバ

ーするようアクチュエータを改造し，口腔内

で実効のあるキャリブレーション装置を作製

する． 

 

(2)アクチュエータ作動プログラミング  

  上記のアクチュエータの作動について、コ

ンピュータ制御を行うようプログラミングを

行い，デジタル入出力ボードを介して下降系

列から開始する階段法による自動計測を実施

できるシステムを完成させる。 

 

(3)健康成人を対象とした顎機能診査を行い，

顎機能に異常の認められない健常者20名を対

象として上顎大臼歯の歯根膜感覚閾値計測を

実施した。被験者の計測時環境因子のコント

ロールのために、ノイズキャンセリングヘッ

ドホーンを装着しピンクノイズによって機能

的なシールドを行った。また，咬合力による

歯根膜感覚閾値への影響を確認するために

98Nにて咬みしめをさせた後の歯根膜感覚閾

値を計測した。 

 

(4)岡山大学病院補綴（咬合・義歯）科顎関節

症外来を受診した顎関節症患者20名を対象と



 

 

して歯根膜感覚閾値を計測した。 

 
 
４．研究成果 

 

(1)歯根膜感覚閾値の自動計測システム 

 本研究によって，上顎臼歯を対象とした歯

根膜感覚閾値の計測を短時間で自動的に計測

することが可能となった。さらに本方法は、

術者側の関与を装置の口腔内への装着までと

しており、その後の計測についてはコンピュ

ータ制御によって自動的に発生した刺激に対

して被験者(患者)がトリガスイッチにより応

答する形式としたため，術者バイアスが全く

関与する余地のないシステムとして完成され

た。 

 

(2)健常者および顎関節症患者を対象とした

計測結果について 

 正常対照群における同閾値は約43±10mNを

示した。さらに、噛みしめによってこの閾値

は一過性に上昇することが明らかとなった。

また，顎関節症群における左側上顎第一大臼

歯の撃力刺激に対する感覚閾値は平均約53±

14mNであり，正常対象群と顎関節症群の歯根

膜感覚閾値の平均値の間には有意な差が認め

られた。また，顎関節症の病態によっても歯

根膜感覚閾値は異なっている可能性が強く示

唆される結果であった。病態によって、歯根

膜感覚閾値が異なることはこれまで全く明ら

かにされておらず、この所見を利用すること

によって、表面的な症状として把握すること

ができない顎関節症の病態を歯根膜感覚閾値

の計測によって明らかにすることができる可

能性が示されたものであり，今後の顎関節症

の診断および治療に大きく影響を及ぼす可能

性が示された。 
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